
⾼潮予測の精度と
気象庁が発表する防災気象情報について

気象庁
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2017.10.26 洪⽔・⾼潮氾濫からの⼤規模・広域避難検討WG（第5回）

① ⾼潮とは
② 台⾵に関する情報とその予測精度
③ ⾼潮警報・注意報と⾼潮予測モデルの予測精度

資料２



○ 吸い上げ効果 （右図のＡの部分）
台⾵や低気圧の中⼼では気圧が周辺より
低いため、気圧の⾼い周辺の空気は海⽔
を押し下げ、中⼼付近の空気が海⽔を吸
い上げるように作⽤する結果、海⾯が
上昇します。

○ 吹き寄せ効果 （右図のＢの部分）
台⾵や低気圧に伴う強い⾵が沖から海岸
に向かって吹くと、海⽔は海岸に吹き寄せら
れ、海岸付近の海⾯が上昇します。
また遠浅の海や、⾵が吹いてくる⽅向に開
いた湾の場合、地形が海⾯上昇を助⻑さ
せるように働き、特に潮位が⾼くなります。

⇒ 台⾵の強度が影響
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海岸に向かって吹く強い⾵

①⾼潮とは

⾼潮の要因と関係の深い気象要素

⇒ 台⾵の進路・強度が影響

2017.10.26 洪⽔・⾼潮氾濫からの⼤規模・広域避難検討WG（第5回）
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②台⾵に関する情報とその予測精度

気象庁が段階的に発表する防災気象情報

気象注意報・警報・特別警報

（台⾵／暴⾵、波浪、⾼潮、⼤⾬に関する）○○県気象情報

台⾵に関する情報（台⾵進路予報）

1時間前3時間前3⽇前5⽇前1週間前

先⾏時間

台⾵に関する情報（台⾵強度予報）

災害につながるような気象現象の発⽣が
予想される場合に段階的に発表

12時間前

数⽇先までの予測 1⽇程度先までの予測 数時間先までの予測

2017.10.26 洪⽔・⾼潮氾濫からの⼤規模・広域避難検討WG（第5回）

気象庁では先⾏時間の異なる防災気象情報を段階的に発表している

○先⾏時間が短くなるほど
⇒ 対象地域や期間、現象の強さの予想（⾬量など）は正確になる
⇒ 状況が切迫し、避難等の安全確保⾏動の選択肢は狭まる

※台⾵によって、地域によって影響の出⽅は異なるので、最新の気象状況を確認することが重要

○台⾵が強く⼤きいほど
⇒台⾵の接近前から影響が出る

地域単位、
都道府県単位

全国

警報級の可能性

天気予報週間天気予報

⼟砂災害警戒情報
記録的短時間⼤⾬情報

市町村単位



【発表のタイミング】
台⾵の実況と24時間先までの予報
1⽇8回（0,3,6,9,12,15,18,21時）

台⾵の72時間先までの予報
1⽇4回（3,9,15,21時）

各時刻の50〜70分後に発表

【内容】
実況
台⾵の中⼼位置、進⾏⽅向と速度、中⼼気圧、
最⼤⾵速、最⼤瞬間⾵速、暴⾵域、強⾵域

予報
中⼼位置（予報円）、進⾏⽅向と速度、中⼼気圧、
最⼤⾵速、最⼤瞬間⾵速、暴⾵警戒域

【発表のタイミング】
1⽇4回（3,9,15,21時）
各時刻の90〜110分後に発表

【内容】
予報
中⼼位置（予報円）
進⾏⽅向と速度
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３⽇予報（実況と進路・強度予報） 5⽇進路予報

3⽇（72時間）先以降も
台⾵であると予想される場
合のみ発表

5 ⽇ 先 ま で の 間 に 台 ⾵ で
な く な る 可 能 性 が ⾼ い
場 合 に は 、 そ の 時 点 か ら
先の予報は⾏わない

・⽇本に⼤きな影響を与える場合、
1時間ごとに実況を発表

・同時に１時間後の推定値も発表

②台⾵に関する情報とその予測精度

台⾵情報
2017.10.26 洪⽔・⾼潮氾濫からの⼤規模・広域避難検討WG（第5回）
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【発表のタイミング】
1⽇1〜8回

【内容】
 台⾵の現況と予想

位置、速度、中⼼気圧・最⼤⾵速・最⼤瞬間⾵速、暴⾵警戒域
 ⾬・⾵・波浪・⾼潮等の現況と今後の予想
 防災上の注意事項等

平成２６年 台⾵第８号に関する情報 第２０号
平成２６年７⽉７⽇１０時４５分 気象庁予報部発表

（⾒出し）
⼤型で⾮常に強い台⾵第８号は、８⽇は猛烈な勢⼒となって沖縄地⽅にかな
り接近する⾒込みです。沖縄地⽅では記録的な暴⾵や⾼波となるおそれがあ
り、特別警報を発表する可能性があります。暴⾵や⾼波、⾼潮、⼤⾬に厳重
に警戒してください。

（本⽂）
［台⾵の現況］
⼤型で⾮常に強い台⾵第８号は、７⽇９時には沖縄の南にあって、１時間

におよそ２０キロの速さで北⻄へ進んでいます。中⼼の気圧は９３０ヘクト
パスカル、中⼼付近の最⼤⾵速は５０メートル、最⼤瞬間⾵速は７０メート
ルで中⼼から半径２００キロ以内では⾵速２５メートル以上の暴⾵となって
います。

［今後の台⾵の予想］
⼤型で⾮常に強い台⾵第８号は、更に発達しながら北⻄に進み、８⽇は猛

烈な勢⼒となって沖縄地⽅にかなり接近する⾒込みです。９⽇にかけて東シ
ナ海を北上し、１０⽇には九州に接近するおそれがあります。

［防災事項］
＜暴⾵・⾼波＞
沖縄地⽅と奄美地⽅では⾵が次第に強まり、７⽇夜には沖縄地⽅で⾮常に

強い⾵が吹き、８⽇は猛烈な⾵が吹き記録的な暴⾵となるおそれがあります
。奄美地⽅でも８⽇は⾮常に強い⾵が吹くでしょう。
台⾵からのうねりにより、沖縄地⽅の海上では⼤しけとなっています。奄

美地⽅でも７⽇夜から⼤しけとなり、８⽇は沖縄地⽅と奄美地⽅の海上は猛
烈にしける⾒込みです。九州南部でも８⽇は⼤しけとなるでしょう。

８⽇にかけて予想される最⼤⾵速（最⼤瞬間⾵速）は、
沖縄地⽅ ５５メートル（７５メートル）
奄美地⽅ ２８メートル（４０メートル）
九州南部 １７メートル（３０メートル）

の⾒込みです。

沖縄地⽅には、暴⾵特別警報と波浪特別警報が発表される可能性がありま
す。暴⾵や⾼波に厳重に警戒してください。

＜⾼潮＞
沖縄地⽅では、台⾵の接近に伴い８⽇は潮位がかなり⾼くなる⾒込みで、

⾼潮特別警報が発表される可能性があります。海岸や河⼝付近の低地では⾼
潮による浸⽔や冠⽔に厳重に警戒してください。

［補⾜事項］
今後の台⾵情報や、地元気象台が発表する警報、注意報、気象情報に留意

し、安全を確保するための早め早めの対応を進めてください。次の「台⾵第
８号に関する情報（総合情報）」は７⽇１７時頃に発表する予定です。

平成２６年台⾵第８号に関する沖縄地⽅気象情報 第８号
平成２６年７⽉７⽇１１時０１分 沖縄気象台発表

（⾒出し）
⼤型で⾮常に強い台⾵第８号は、８⽇は猛烈な勢⼒となって沖縄地⽅に接近
する⾒込みです。沖縄地⽅では記録的な暴⾵や⾼波となるおそれがあり、特
別警報を発表する可能性があります。暴⾵や⾼波、⾼潮、⼤⾬に厳重に警戒
してください。

（本⽂）
［防災事項］
＜暴⾵・強⾵＞
宮古島地⽅や⼤東島地⽅では⾵が強く吹いており、沖縄本島地⽅や⼋重⼭

地⽅では７⽇⼣⽅から⾵が強まるでしょう。先島諸島では７⽇夜から、沖縄
本島地⽅では８⽇明け⽅から⾮常に強い⾵が吹く⾒込みです。陸上、海上と
もに強⾵に⼗分注意してください。また、８⽇はさらに⾵が強まり、沖縄本
島地⽅や先島諸島では猛烈な⾵が吹き記録的な暴⾵となるくおそれがありま
す。暴⾵に厳重に警戒してください。⾵が強く吹く前に、早めの台⾵対策が
必要です。沖縄地⽅に暴⾵特別警報が発表する可能性があります。

予想される最⼤⾵速（最⼤瞬間⾵速）
本島中南部 南東の⾵ ５０メートル（７０メートル）
本島北部 南東の⾵ ５０メートル（７０メートル）
久⽶島 南東の⾵ ５５メートル（７５メートル）
宮古島地⽅ 北のち北⻄の⾵ ５５メートル（７５メートル）

＜⾼潮＞
本島中南部や本島北部、宮古島地⽅では、台⾵の接近に伴い、８⽇未明か

ら明け⽅は潮位が⾼くなる⾒込みです。海岸や河⼝付近の低地では⾼潮によ
る浸⽔や冠⽔に注意してください。なお、８⽇は潮位がさらに⾼くなる⾒込
みで、⾼潮特別警報が発表される可能性があります。海岸や河⼝付近の低地
では⾼潮による浸⽔や冠⽔に厳重に警戒してください。

予想される期間と最⾼潮位（標⾼）
本島中南部 ８⽇未明から明け⽅ １．３メートル
本島北部 ８⽇未明から明け⽅ １．３メートル
宮古島地⽅ ８⽇未明から明け⽅ １．３メートル

今後、地元気象台が発表する警報や注意報、気象情報に留意してください。
次の情報は、７⽇１３時３０分頃の予定です。

全国が
対象

各地域が
対象

②台⾵に関する情報とその予測精度

台⾵に関する気象情報

※１ 中⼼気圧930hPa以下⼜は最⼤⾵速50m/s以上、ただし、沖縄地⽅、奄美地
⽅及び⼩笠原諸島については、中⼼気圧910hPa以下⼜は最⼤⾵速60m/s以上

※２ 特別警報発表の判断は台⾵上陸12時間前

2017.10.26 洪⽔・⾼潮氾濫からの⼤規模・広域避難検討WG（第5回）

 社会活動や報道のタイミングに合わせ、5,11,17時頃の発表が多い
 影響に応じて、発表の頻度を増やす

特別警報発表の可
能性がある場合、上
陸24時間前に、府
県気象情報や気象
庁の記者会⾒等に
より周知。※２



※24時間（1⽇先）予報は予報円
表⽰が開始された1982年以降、48
時間（2⽇先）予報、72時間（3
⽇先）予報、96・120時間（4・5⽇
先）予報はそれぞれ発表が開始され
た1989年、1997年、2009年以降
の誤差を掲載しています。

■台⾵進路予報の精度検証⽅法
台⾵が発⽣してから消滅するまでの

台⾵の中⼼位置（予報円の中⼼）
の24、48、72、96、120時間予報
（3、9、15、21時発表）について、
実際の中⼼位置との距離（誤差）を
もとめ、1年分を集計して年平均誤差
を算出します。

気象庁HP「台⾵進路予報の精度検証結果」より

台⾵進路予報の中⼼位置の誤差は、
24時間先で約80km、48時間先で約140km、72時間先で約240km。
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②台⾵に関する情報とその予測精度

台⾵進路予報の精度（中⼼位置）
2017.10.26 洪⽔・⾼潮氾濫からの⼤規模・広域避難検討WG（第5回）

・進路予測の精度は、年々の変動はあるものの、数値予報モデルの改良等により⻑期的に⾒れば向上している。
・強度予測の精度は、進路予測に⽐べて向上は⼩さく、特に急発達・急衰弱の予測は⼤きな課題となっている。

台⾵の進路・強度の予測
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気象警報・注意報（気象庁HPの表示）

【発表のタイミング】 随時
【内容】
・特別警報 ：⼤⾬、暴⾵、暴⾵雪、⼤雪、⾼潮、波浪
警報 ：⼤⾬、暴⾵、暴⾵雪、⼤雪、⾼潮、洪⽔、波浪
注意報 ：⼤⾬、強⾵、⾵雪、⼤雪、⾼潮、洪⽔、波浪、濃霧、雷、乾燥、なだれ、着氷、着雪、霜、低温、融雪

・警報級、注意報級となる時間帯、時間帯ごとの⾬量や潮位、⾵速等の予測

潮位ピーク時間帯3時間ごとの潮位の予測
（⾚⾊は警報級の時間帯）

③⾼潮警報・注意報と⾼潮モデルの予測精度

⾼潮警報・注意報
2017.10.26 洪⽔・⾼潮氾濫からの⼤規模・広域避難検討WG（第5回）

「避難勧告等に関するガイドライン」に
お い て 避 難 勧 告 の 発 令 基 準 の
⼀つとして例⽰された「⾼潮注意報が
発表されており、当該注意報において
警報に切り替える可能性が⾼い旨が
⾔及され、かつ、暴⾵警報⼜は暴⾵
特別警報が発表された場合」の例



台⾵進路予報と、⽇本域の詳細な⾼潮予想（⽇本域⾼潮モデル）

台⾵の進路と⾼潮の発⽣状況（⼀例）

 国内の⾼潮警報・注意報発表の基礎資料
 ⽇本域においては詳細（沿岸部1km）な予測を39時間先まで実施（3時間毎）
 メソ数値予報モデル（MSM）の予報値、GPV（気圧、海上⾵）を⽤いて潮位を計算。
 台⾵がある場合は台⾵が予報円周辺コースを通った場合の⾼潮も計算（⽇本域）

台⾵がある場合、通常の予測計算に加え、以下の5事例の⾼潮予測を追加
・予報円中⼼（1）
・予報円周上（2：最速、3：右端、4：最遅、5：左端）

台⾵の進路が100kmずれるだけで
⾼潮の発⽣状況も⼤きく異なる

③⾼潮警報・注意報と⾼潮モデルの予測精度

台⾵進路予報と⾼潮予測（⽇本域⾼潮予測モデル）
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10⽉8⽇03時 960hPa
⽇本の東 37度N150度Eで
温帯低気圧に変わる。

⾼潮発⽣事例と⽇本域⾼潮モデル結果（⼀例）

実際の根室の潮位

⾼潮警報基準

⾼潮注意報基準

10⽉8⽇ 15時

平成27年台⾵第23号

根室での潮位予測
（10/7 12時初期値）

⾼潮警報基準
⾼潮注意報基準

⾼潮モデルの予測結果（10⽉8⽇15時）
（中央コース、10⽉7⽇12時初期値）

予測の幅①
ピーク時刻

約10時間程度

時

 本事例では24時間前
の予測と実況は整合的。

 ⼀⽅、台⾵経路毎の
予測結果にはかなりの
幅が⾒られる。

③⾼潮警報・注意報と⾼潮モデルの予測精度

⾼潮発⽣事例と⽇本域⾼潮予測モデル結果（⼀例）
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MSM
天⽂潮位
1:予報円の中⼼
2:予報円の最も速い
3:予報円の最も右側
4:予報円の最も遅い
5:予報円の最も左側

実際の10⽉8⽇15時の分布
（モデル推定値）

⾼潮発⽣時の根室地⽅
（別海漁業共同組合提供）

2017.10.26 洪⽔・⾼潮氾濫からの⼤規模・広域避難検討WG（第5回）

12   15   18   21   00   03   06   09   12   15   18  21   00   03

予測の幅②
潮位の極値
約100センチ


